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Remote Monitoring System of Railway Crossing Using IP Network 
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We have established remote monitoring system of railway crossing using IP network called、'RailroadWireless WAN' 

to detect the accidents for quicker recove1-y. The system which supports SNMP monitors voltage and cun・ent of crossing 

facilities, status of control relays, and so on. We are trying to detect failures of crossing facilities as early as possible by 

using the system. From the experimental result, our system is useful to detect failures of crossing gates by monitoi-:ing 

the motor current. 
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1.はじめに

鉄道における踏切は、一般道路と交差するという性質上、

列車との接触等の事故の発生件数が最も多い設備である。

したがって、踏切設備の故間はそのような事故につながる

可能性が高く 、早期発見・復旧が必要となる。踏切設備が

故阻すると、監視装位により信号通信指令に通知され、指

令員が保守担当区所へ電話連絡し、連絡を受けた社員が当

該踏切に急行する、というのが現在の故間復旧の通常の流

れである。しかし、指令に通知されるのは大まかな故間の

状館であり、復旧にあたる社員は現地に到着するまで詳し

い故間内容は分からない。また発生原因についても、現地

到培後に踏切動作記磁装闘から読み出して調査している。

このような問題を解決するには、故間発生時に指令およ

び保守区が故間の内容や設備の動作履歴を即座に見ること

ができるしくみを作る必要がある。さらに、故障発生時だ

けでなく常時踏切の状態を把握できれば、そのデータの傾

向などから故間の前兆が分かるはずである。そこで我々は、

IPネットワークを用いて踏切設備の状腺を遠隔監視する

システムを構築し、動作試験を行った。

2. システムの概要

2. 1 沿線無線WAN

JR西日本技術部では、鉄道沿線にIPネットワークを構

築し、沿線および列車内からの自由な通信を目指した「沿

線無線 WAN」の試験を行っている。図 lに東海道線の大

阪～神戸駅間のネットワーク構成の概要を示す。
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図1 沿線無線WANネットワーク構成

各駅を結ぶネットワークは2頂系または3璽系となってお

り、伝送路に異常があった場合は、自動的に別の経路に切

り替わるようになっている。遠隔監視システムはこの沿線

無線WANを利用しており、監視対象の踏切は立花～住吉

駅間の 7踏切である。

2. 2 踏切監視システム

踏切設備の監視項目は、主に以下の4つである。

① 機器の電圧・電流値

② 制御リレー接点の状態

③ 動作記椋装骰の梢報

④ 現地のリアルタイム映像

①は機器自体の他全性を確認するため、②は踏切警報制御

のためのリレーロジックを確認するための項目である。ま

た③は異常時等に制御リレーの動作履歴を確認するため、
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④は踏切道の状態を映像として確認・保存するためである。

各データは踏切監視制御装囲が処理し、沿線無線WANを

経由して保守区、指令等で確認できるようになっている。

踏切器具箱内のイメージを図2に示す。
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図2 踏切器具箱の機器構成

なお、翻胴装樅はSNMP(Simple Network Management 

Protocol)に対応しているため、従来の踏切動作記槌装置

に比べて格段に多くの情報を扱うことができる。また、Web

サーバも内蔵しているため一般の Webプラウザで監視で

きるという利点もある。

3.実験

故障の早期検知に向けて、実際に踏切設備の故障状態を

作り、監視データを平常時と比較する実験を行った。

3. 1 踏切遮断機故障実験

踏切遮断機の故障としては自動車による遮断拝折損が代

表的であるが、何らかの原因での遮断機の降下不良、上昇

不良なども考えられる。現在、そのような故障の検知は通

行者や列車乗務員からの通報に頼っているが、それまで故

障状態を放皿しておくことは非常に危険である。そこで、

踏切遮断機のモータ電流に着目し、故障時と平常時の電流

波形を比較することで、故障の早期検知が可能かどうかの

実験を行った。故障を想定し、以下の状態で遮断拝を降下・

上昇させ電流波形を取得した。

① 平常時（遮断拝の長さは5m)

② 遮断梓が短い状態 (4m、2.6m、1.2m、遮断枠なし）

③ 降下完了後に遮断梓を持ち上げる

④ 降下中、上昇中に妨害（人手で止める）

3. 2 実験結果

実験結果の一例として、平常時の踏切遮断機のモータ電

流波形を図 3に、遮断枠の長さを 2.6mとしたときの電流

波形を図4に示す。
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図3 平常時の電流波形（遮断枠5m)
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図4 折損時の電流波形（遮断禅2.6m)

上図において、横軸は時間、縦軸は電流値である。 図3

と図4を比較すると、遮断枠降下時の電流値は図4の方が

高く、上昇時の電流値は図4の方が低いことが分かる。こ

れは、遮断拝が短くなると重力の影響が小さくなるため降

下時のエネルギーは大きくなり、上昇時のエネルギーは逆

に小さくなるためであると考えられる。この傾向は、遮断

拝が短くなるほど顕著であった。また、他の実験項目につ

いても平常時の電流波形との顕著な差が見られた。したが

って、モータ電流の波形から踏切遮断機の故障を予測する

ことは可能であるといえる。なお、故諒検知時はネットワ

ークカメラの映像を記録することで、より詳細な内容を把

握できる。今後は、故障と検知するための基準、すなわち

平常時との電流波形の差をどのようにして求めるかが課題

である。

4.おわりに

本論文では、鉄道沿線に構築した沿線無線WANを用い

て踏切設備を遠隔監視するシステムについて述べた。今回

は踏切遮断機のモータ電流波形から故障を検知する実験を

行ったが、今後は SNMPの特色を生かし予兆管理に向け

たより詳細なデータの取得・監視を行っていく予定である。
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